
クラブ会長方針
　「ロータリーを楽しもう」
 　運営方針
　①ロータリーファミリーで親睦の輪を広めよう
　②ロータリアンの自覚とロータリークラブのイメージの向上
　③長期展望でロータリークラブを考えよう
　④６０周年記念事業を成功させよう

◆開　会

◆唱　歌　ロータリーソング（我等の生業）

◆「四つのテスト」唱和

◆来訪ロータリアン
高砂青松ＲＣ　浜田喜重会員

◆歓迎歌「松の緑」

田中 作次
２０１２‐１３年度国際ロータリー会長

週 報

№８

例　　　会　　　記　　　録　（2012．8．31（金））　　通算2，908回

◆プログラム予定

９月７日（金） ９月１４日（金） ９月２１日（金） ９月２８日（金）

クラブアッセンブリー
ガバナー補佐訪問
ガバナー補佐
増田耕太郎氏

合同例会
（於：ウェディングパレス鹿島殿）
「はやぶさが解決した惑星科学40年の課題」

廣井孝弘氏

クラブアッセンブリー
ガバナー公式訪問
ガバナー

石丸鐡太郎氏

卓　話
自己紹介
江角清次会員



◆出席報告
本　日　８月３１日　　会員数４９名　　出席者　　３６名　　出席率　８１．８１%
前々回　８月１７日　　会員数４９名　　修正出席者４５名　　出席率１００．００%

◆委員会報告
・有志の会
　日時：９月２０日（木）ＰＭ６：３０～　　場所：天山閣　　会費：８千円

◆ＭＡＫＥ－ＵＰ
覚野　成広会員　　高砂青松ＲＣ	 ８月２９日（８／２４）
西川　敏彦会員　　ｅ‐ＣＬＵＢ	 ８月３０日（８／３１）
丸山　恵右会員　　ｅ‐ＣＬＵＢ	 ８月２９日（８／３１）
堤　　哲雄会員　　ｅ‐ＣＬＵＢ	 ８月２８日（８／３１）
尾上　喜秀会員　　ｅ‐ＣＬＵＢ	 ８月２６日（８／２４）

◆Ｓ．Ａ．Ａ．（ニコニコ箱報告）
中野　哲郎会員……本日、会員増強について卓話をさせていただきます。会員増強につい

て絶大なる強力をお願いします。
早退２名

◆幹事報告（２，９０８回）
○ガバナー事務所より、
　①第１０回チャリティー地区親睦ゴルフ大会のご案内
　　平成２４年１０月１１日（木）　於：よみうりカントリークラブ（西宮塩瀬町）
　②国際ロータリー第２６８０地区ロータリーアクトスポーツ大会「ヨガ」
　　平成２４年１０月１４日（日）１３：００〜　於：神戸市勤労会館
　③国際ロータリー日本事務局経理室から２０１２年９月レートのお知らせが届いております。
　　２０１２年９月のロータリーレートは、１ドル＝８０円です。
※例会変更
　◎加古川中央ＲＣ　平成２４年９月１３日（木）１２：３０　→　１８：００
　　　　　　　　　　　尚歯例会のため　
　　　　　　　　　　　於：加古川プラザホテル１Fボールルーム
　　　　　　　　　　平成２４年１０月１１日（木）　１２：３０　→　１８：００
　　　　　　　　　　　加古川 3クラブ合同例会のため
　　　　　　　　　　　於：加古川プラザホテル２F宴会場
※その他　明石南ＲＣより週報が届いております。



◆会長の時間
　一昨日、ロンドン五輪スタジアムにて、パラリ
ンピックの開会式が行われました。参加するのは
１６４カ国地域の約４，３００名で、ともに史上最
多との事。日本選手団は１３４選手で１７競技に出
場する予定です。２００４年アテネ大会では、金
１７個を含む計５２個のメダルを獲得、２００８
年北京大会では金５個を含む計２７個のメダルを
獲得しています。今回はアテネ大会並のメダル獲
得を願っております。
　パラリンピック運動は、スポーツを通じて障害者の基本的人権を守る運動との事ですが、
彼らアスリートを支える体制は不十分なのが現状です。スポンサーも付きにくく、公共施
設の利用に関しても車椅子競技が床が傷つくなどの理由で利用できない事もある様です。
又、国によるパラリンピック選手の強化費も約５億円程度で遠征費もまかなえない様です。
さらに障害者スポーツの普及と環境整備が求められています。オリンピックと同様パラリ
ンピックにも注目していきたいと思います。
　ところで昨日「南海トラフ地震」政府被害想定が発表されましたが、死者最悪３２万人
との事で驚いております。兵庫県は死者数５，８００人全壊建物５万４，０００棟で和歌山
県では死者最大８万人と想定しております。
　発生確率は極めて低く過度に心配することは問題だが、命を守ることを最優先に一人一
人が想定を直視し「正しく恐れる必要がある」と言われますが、日々の心の準備と意識を
高めておく必要があると思われます。
　最後に今月８月は会員増強及び拡大月間という事で、本日中野哲郎、会員増強委員長に
よる卓話として「会員増強ローラー作戦」について、お話しいただきますが、強力な陣頭
指揮の下、作戦がうまく行く事を願っております。御協力お願い致します。

◆本日のプログラム

卓話「会員増強ローラー作戦」
　　　　　　　　　　　中野哲郎会員

山名克典会長



日本のロータリーのSWOT分析
■S−強み（Strengths）
地域のリーダーの集まりでステータスが高い
日本で９０年以上の歴史がある
世界理解・親善・世界平和を目指す理念を持っている
ポリオ撲滅運動をやっている
貧困、識字率の向上、水と衛生などの問題に取り組む奉仕活動をやっている
長い青少年交換の歴史がある
職業の多様性を高く保持している
米山奨学会がある（日本のみ）
奉仕活動をする経済力がある
一流のホテル・レストランで会合をしている
歴史のあるクラブでは奥様方のしっかりした組織があり活動も活発である
新クラブが設立されるとすぐには消滅せず１０年以上継続する

■Ｗ−弱み（Weaknesses）
平均年齢が高く、退会者が多い
男性中心の意識が強く、女性の入会に抵抗するクラブがある
年会費が高すぎる
忙しい人にとっては毎週のウィークデイ昼例会の出席は困難
何をやっている組織なのか一般に知られていない
新クラブを作りたがらない
クラブ中心でロータリー全体を考えようとしない
行事が多すぎる
ＰＲが下手
日本の経済状態がよくない
毎年トップが変わり、やることが不連続で非効率
ロータリアンで奉仕活動に不熱心な人が多い
若者から認識されていない
金持ちがホテルで会い、親睦のみの団体と思われている
ロータリアンに対してロータリーの理念などの研修が十分ではない
外部組織と組んで奉仕活動をやろうとする意志がうすい

■O−機会（Opportunities）
ロータリアンに相応しい女性は多い
ＰＲをする余地がある
未入会の過去のロータリー支援者、Ｒ財団支援者が大勢いる
世間でロータリーの認知度が上がれば奉仕団体として若者も入る
Ｅ−クラブは若者、元ロータリアンを引きつける
例会を朝、夜等にすればロータリアンの退会を防げる



他団体とコラボしたらどうか
米山奨学生ＯＢが大勢いる
年会費を安くすれば若者も入れる
食費を別にして年会費を安くし、毎回食費を取る（世界はほとんどこの方式）
高齢者で一生ロータリアンでいたい人の会費を減額すれば退会しない
ＪＣ、法人会、商工会議所支部、同窓会、趣味の会等で候補者を捜せる
家族をロータリアンに
若者を中心にフェースブックなどで仲間を募る
６０〜６５歳の大企業定年退職者（元役員クラス）を多数入れる

■Ｔ−脅威（Threats）
高齢者が多く自然減となる
新しいもの（たとえばＩＴ）について行けない
ＮＰＯに人が流れているがロータリーは奉仕団体と思われていない
「今時ロータリーですかねー」と古くさく思われている
人数は減ってもいいと思って居る人が多い
指導者（ＲＩ理事、ガバナー、地区役員）が高齢化している
自分のクラブさえ楽しく良ければそれで良いと思っている人が多い
年功序列、先輩後輩、順番意識が強い
親睦中心だと思っていて、奉仕団体に変わりつつある、とは思っていない
ガバナーは忙しいが名誉職だと思ってなる人が多い
内弁慶で外を知らない
競合する組織がある
量を増やすと質が下がると言いたがる
退会者が良くない宣伝をする

会　長　山名　克典　　　　　　幹　事　坂井　智代　　　　　　雑誌会報委員長　佐野　敏晴
例会日時　毎週金曜日12時30分より　　　　　　　　　　　例会場　高砂商工会議所２階会議室
高砂ロータリークラブのホームページのＵＲＬ   　     http://www.winwin.ne.jp/~takasago_rc/




